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北
京
固
書
館
藏

『
新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に

つ
い
て

柳

川

順

子

『
白
氏
六
帖
』
は
、
編
者
白
居
易

(七
七
二
～
八
四
六
)
の
存
命
當
時
か
ら
既
に
大
流
行
し
た
類
書

で
あ

っ
た
が
、
早
く
も
十
世
紀

半
ば

に
は
、

五
代
後
蜀
の
母
昭
商
に
よ

っ
て
刊
刻
さ
れ
、
こ
れ
が
中
朝
に
も
た
ら
さ
れ
て
、
い
よ

い
よ
廣
く
普
及
す
る
こ
と
と
な

っ
た

(
『
宋
史
』
巻
四
七
九
、
西
蜀
孟
氏
世
家
附
母
守
素
傳
)。
以
降
、
幾
度
か
の
校
訂

・
復
刻
等
を
経
な
が
ら
、
遅
く
と
も
南
宋
末
頃
に

は
、
そ

の
績
編

で
あ
る
孔
傳
の

『後
六
帖
』
と
合
わ
せ
刻
せ
ら
れ
、
こ
の
合
本

『白
孔
六
帖
』
が
出
回
る
に
つ
れ

て
、

『
白
氏
六
帖
』

の
軍
行
本
は
、
徐
々
に
屡
れ
て
い
っ
た
ら
し
い
。

さ

て
、
清
朝
初
め
ま
で
は
傳
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た

『白
帖
』
軍
行
本
で
あ
る
が
、
今
で
は
、
南
宋
紹
興
年
間

の
刻
本

『白
氏
六

帖
事
類
集
』

三
十
巻

(傅
増
湘
奮
藏
、
天
理
圖
書
館
藏
)
が
、
毫
濁
の
新
興
書
局
よ
り
影
印
出
版
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
容
易
に
こ
れ

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
完
本
と
し
て
は
、
別
に
北
宋
刊
本
と
目
さ
れ
る
、
陸
心
源
善
藏
、
現
在
は
静
嘉
堂
文
庫
所
藏

の

『
白
氏

六
帖
事
類
集
』
が
あ
り
、

こ
れ
は
、
先
の
紹
興
本
と
の
間

に
多
少
の
異
同
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
大
筋
で
は
同

一
の
系
統

に

囑
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
版
本
は
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
が
い
ず
れ
も

『
白
孔
六
帖
』
の
白
氏
部
分
に
概
ね

一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
南
宋
後
期
、

『
孔
氏
六
帖
』
と
合
流
し
た

『
白
帖
』
と
も
同
系
統

で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
、
今
述

べ
た
二
種
の
版
本
と
は
全
く
様
相
の
異
な
る
、

『新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
と
題

す
る
版
本
が
あ

っ

て
、
そ

の
名
が
示
す
通
り
、
採
録
文
献

の
出
典
を
詳
細
に
記
す
鮎

で
、
他
と
は

一
線
を
書
し
て
い
る
。
こ
の
添
注
本

は
、
現
在
、
北
京

圖
書
館

に
残
巻

四
巻

(巻
十
七
か
ら
巻
二
十
ま

で
)、
豪
湾
の
國
立
中
央
圖
書
館

に
全
三
十
巻

(
内
、
巻

二
十
九
、
巻

三
十
は
欠
)
が

北
京
圖
書
館
藏

『
新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に
つ
い
て

(柳
川
)
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各
々
藏

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
北
京
圖
書
館
所
藏
残
巻
の
内
、
巻
十
七
の
約
三
分
の

一
に
當
る

「禮
」
門
か
ら

「郷
飲
酒
」
門

の
途
中
ま

で
、
合
計
十
葉
の
複
爲
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
先
ほ
ど
の
紹
興
本
及
び
静
嘉
堂
本
と
突
き
合
わ

せ
て
比
較
検
討
し
、
他
方
、
そ
こ
に
採
録
さ
れ
た
文
献
の
原
典
に
當

つ
て
、
三
種

の

『
白
帖
』
に
引
く
そ
れ
と
の
異
同
を
調
べ
て
み
た
。

本
稿
は
、

こ
の
調
査
の
結
果
を
基
に
し
な
が
ら
、
添
注
本
の
撰
者
が
誰

で
あ
る
の
か
を
押
え
た
上
で
、
そ
の
注
記
態
度
の
特
徴
を
明
ら

か
に
し

つ
つ
、
こ
れ
を

『
白
氏
六
帖
』
流
傳
の
系
譜
上
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『新

雛
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
を
護
見
し
た
の
は
、
か
の

『読
文
解
字
注
』

で
知
ら
れ
る
清
朝
の
段
玉
裁

二

七
三
五
～

一
八

一
五
)
で
あ

っ
た
。

そ
の

「
践
白
氏
六
帖
三
十
巻
宋
本
」
(
『
経
絢
櫻
集
』
巻
八
)
に
よ
る
と
、
各
巻
頭
に

『
新
離
添
注
白
氏
事
類
出

経
六
帖
』
と
記
す

『白
帖
』
軍
行
本
を
入
手
し
た
の
は
、
乾
隆
四
十
九
年

(
一
七
八
四
年
)、
江
寧
の
承
恩
寺
の
書
興

に
於
い
て
で
あ

っ

た
。
彼

は
そ
れ
が
宋
版
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
や
、
玄
糸
二
定
を
以
て
こ
れ
を
得
た
と
い
う
。
た
だ
、
段
氏
自
身
は

そ
れ
ほ
ど
こ
れ
を

重
ん
ぜ

ず
、
金
石
學

で
有
名
な
友
人
の
王
刈
に
贈

っ
た
が
、
彼
も
ま
た
さ
ほ
ど

こ
れ
を
重
要
視
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
た
ま
た
ま
あ

る
時
、
當
時
有
数

の
藏
書
家

で
あ

っ
た
周
錫
墳
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
彼
は
非
常
に
興
味
を
示
し
、
遂

に
こ
れ
を
王
艇
か
ら

譲
り
受

け
た
の
で
あ

っ
た
。
添
注
本
の
所
有
者
と
な

っ
た
周
氏
は
、
古
版
本
の
系
譜
學
に
お
い
て
は
と
り
わ
け
深
い
學
識
を
持

つ
人
物

で
あ

っ
て
、
彼
の
眼
識
に
よ

っ
て
こ
そ
、
添
注
本
は
そ
の
贋
値
を
認
め
ら
れ
、
今
に
傳
え
ら
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

と

こ
ろ
で
、
段
玉
裁
は
、
こ
の

「
蹟
白
氏
六
帖
三
十
巻
宋
本
」
を
草
す
る
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
だ
そ
の
著
者
を
特
定

で
き
て
い
た

わ
け

で
は
な
い
。
彼
は

『
郡
齋
讃
書
志
』
巻
三
下
に
載
せ
る
、

六
帖
三
十
巻
。
右
唐
白
居
易
撰
。
以
天
地
事
物
分
門
類
爲
封
偶
、
而
不
載
所
出
書
。
曾
租
父
秘
閣
公
爲
之
注
、
行
干
世
。

と

い
う
記
事
を
引
き
、

こ
れ
を
根
擦
に
、

『
白
帖
』
が
本
來
出
典
を
記
さ
な
か

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
今

こ
の
添
注
本
に
見
え
る
注

の

撰
者

は
宋
人
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
を
推
定
す
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
後
、

こ
こ
に
い
う

「
秘
閣
公
」
の
名
を
ど
う

し
て
も
突
き
止
め

た
く
な

つ
た
段
氏
は
、
先
の
周
錫
墳

に
意
見
を
求
め
、
こ
れ
に
答
え
た
周
氏
の
書
簡

(段
氏

「
践
白
氏
六
帖

三
十
巻
宋
本
」
付
記
に
引

「56「



く
)
に
お
い
て
、
周
到
綿
密
な
考
謹
と
と
も
に
、

『
郡
齋
讃
書
志
』
の
著
者
晃
公
武

(約

一
一
○
五
～

一
一
八
○
)
の
曾
租
父
と
は
、

北
宋

の
晃
仲
術

(
」
○

一
二
～

一
○
五
三
)
と

い
う
人
物

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ

つ
た
。

從
來
、
こ
の
添
注
本
に
言
及
す
る
論
著
は
、

い
ず
れ
も
こ
の
周
氏
の
見
解
を
襲

っ
て
い
る
.
上
述
の
段

・
周
雨
氏

の
や
り
取
り
を
紹

介
し
た
胡
道
静
氏
は
、
添
注
本
は
晃
仲
術
に
よ

っ
て
著
さ
れ
た
も
の
だ
と
断
定
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
最
も
新
し
く

こ
の
問
題
に
つ
い

て
論
究
さ
れ
た
山
崎
誠
氏
も
、
添
注
本
が
印
ち
晃
仲
衛
の
著
書

で
あ
る
と
明
言
す
る
こ
と
こ
そ
避
け
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
添
注
本
の

租
本

の
成
立
が
、
晃
仲
衛
と
な
ん
ら
か
の
關
わ
り
が
あ

っ
た
と
は
看
倣
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

私
も
、
添
注
本
に
見
え
る
出
典
の
注
記
は
、
大
部
分
、
晃
仲
衛
の
手
に
成
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
こ
の
推
測
は
、

『郡
齋
讃
書
志
』

に
先
ん
じ
る
別
の
資
料
に
よ

つ
て
も
、
よ
り
具
禮
的
に
そ
の
妥
當
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
北
宋

の
元
祐

五
年

(
一
〇
九
〇
年
)
に
記
さ
れ
た
、
王
安
世
と
い
う
人
物
に
よ
る

『
白
氏
六
帖
』

の
序
文
の

一
節

に
、

有
得
晃
氏
家
本
者
、
於
其
厨
封
之
外
、
悉
註
所
出
巻
秩

(秩
に
同
じ
)
名
氏
。

と
述
べ
る
の
が
そ
れ

で
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
晃
氏

の
家
本
は
、
そ
の
採
録
文
獄

の
外
に
、
出
典
の
巻
鉄
や
著
者
名
を
悉
く
注
記
し
て
い

た
と

い
う
。
晃
氏
の
家
本
と
は
、
晃
仲
衛
と
同
時
代

の
王
珪

(
一
〇

一
九
～

一
○
八
五
)
が
、
そ
の

「
晃
君
仲
衛
墓
誌
銘
」
(
『
華
陽

集
』
巻

三
十
八
所
牧
)
の
中
で
、

以
唐
白
傅

(太
子
少
傅
、
白
居
易
)
所
撰
事
類
集
、
傳
者
寝
舛
、
乃
参
孜
経
史
、

一
以
刊
是
之
。
傍
擦
善
目
補
放
掠
新
、
別
爲

三
十
巻
、
日
事
類
後
集
。

と
記
す
、

い
わ
ば
校
訂
増
補
版

『
白
氏
六
帖
』
に
他
な
る
ま
い
。

こ
の
本
は
、
王
珪
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
晃
仲
術
の
他

の
著
書
と
共
に

「悉
く
家
に
藏
せ
ら
れ
」

て
い
た
と
い
う
。

さ

て
、
王
安
世

の
序

に
記
す
と
こ
ろ
は
、
晃
仲
術

の
著
書
を
そ
の
目
で
見
た
者

の
記
録

で
あ
る
と
い
う
馳
に
お
い
て
、
直
系
の
子
孫

で
あ
る
晃
公
武
の

『
讃
書
志
』
す
ら
も
こ
れ
に
及
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
.
な
ぜ
な
ら
ば
、
晃
家
の
膨
大
な
藏
書
は
、
火
災
や
北
宋
末

の
争
齪

に
よ

っ
て
、
南
宋
初
め
に
は
既
に
そ
の
大
部
分
が
失
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
て

(
『
郡
齋
讃
書
志
』
序
文
)、

そ
れ
は
必
ず
し

も

「晃

氏
家
本
」
を
直
接
目
に
し
た
上
で
の
記
録

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
貴
重
な
王
安
世

の
記
述

に
照
ら
し
て
見
て

み
る
に
、
今
回
封
象
と
し
た
巻
十
七
の
範
園
内
に
お
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
探
録
文
献
の
著
者
名
を
記
す
條
に
は
巡
り
合
え
な
か
つ
た

北
京
圖
書
館
藏

『新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に
つ
い
て

(柳
川
)
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け
れ
ど

も
、
し
か
し
、
巻
秩
を
記
す
條
は
踵
を
接
し
て
拉
ん
で
お
り
、

こ
の
鮎
に
お

い
て
、
添
注
本
が
、
王
序
に
記
す
晃
氏
家
本
の
様

相
に
、

正
し
く
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
十

二
分
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ち
な
み
に
、

『
玉
海
』
巻
四
十
二
、
藝
文

(纏
解
)、
唐
白
氏
纏
史
事
類

の
項
に
引
く

『
中
興
書
目
』

の
記
述
は
、
そ
の

「居
易
採

経
傳
百
家
之
語
、
摘
其
英
華
、
以
類
分
門
、
悉
注
所
出
巻
秩
名
氏
於
其
下
」
と
い
う
文
面
が
、
王
安
世
の
序
に
い
う

「
白
氏
六
帖
綜
集

経
傳
百
家
之
語
、
綴
其
華
英
」
及
び

「
(晃
氏
家
本
)
於
其
屑
封
之
外
、
悉
註
所
出
巻
秩
名
氏
」
に
酷
似
し
て
お
り
、
恐
ら
く
は
、
こ

の
先
行
文
献
を
利
用
し
つ
つ
、
當
時
流
通
し
て
い
た

『
白
帖
』
に
つ
い
て
解
題
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、

そ
の
綴
り
合
わ
せ

方
は
、
白
居
易
の
原
撰
本
に
つ
い
て
の
記
述
と
、
晃
仲
術
に
よ
る
添
注
本
に
つ
い
て
の
記
述
と
を
、
同
次
元
に
お

い
て
連
結
し
て
い
る

と
い
う
鮎

で
甚
だ
不
適
當
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

こ
の
解
題
に
よ

っ
て
、
出
典
を
詳
細
に
記

す
添
注
本
が
、
本

書
目
の
脱
稿
し
た
南
宋
淳
煕
四
年

(
一
一
七
七
)
當
時
、
確
か
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

二

中
唐
以
來
傳
え
ら
れ
て
き
た

『
白
氏
六
帖
』
に
封
し
て
、
そ
の
探
録
文
献

の

一
つ

一
つ
に
出
典
を
注
記
し
た
の
は
確
か
に
北
宋
の
晃

仲
衛
で
あ

っ
た
。
た
だ
、
刊
刻
さ
れ
た

『
新
雕
白
氏

六
帖
事
類
添
注
出
経
』
を
、
そ
の
ま
ま
晃
氏
の
著
書
と
看
倣
し

て
も
よ
い
だ
ろ
う

か
。
雨
者
の
問
に
隔
た
り
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
添
注
本
の
刊
刻
年
代

に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

阿
部
隆

一
氏
は
、
毫
溝

の
國
立
中
央
圖
書
館
藏

『
新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
に
つ
い
て
、

「
欠
筆
は
嚴
謹

で
は
な
く
、
玄
弦

鉱
敬
驚

警
弘
股
匡
筐
鏡
恒
恒
貞
徴
懲
桓
構
溝
の
字

の
末
書
を
欠
く
場
合
も
あ
る
が

一
定
せ
ず
、
孝
宗
以
下
の
宋
誹
は
避
け
て
い
な
い
」

⊃

ヶ
所
に
見
え
る
刻
工
が
も
し
陳
立
で
あ
る
と
す
れ
ば
紹
興
刊
思
漢
版
藏
経
や
南
宋
前
期
漸
刊
の
所
謂
眉
山
七
史

に
同
名
の
刻
工
が

あ
る
」

と
記
し
、

つ
ま
り
は
こ
れ
が
南
宋
紹
興
年
間

の
刊
本
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
資
料
を
提
示
し
て
い
な
が
ら
、
ど
う
い
う
わ
け

か

「
し
か
し
本
版
は
南
宋
中
期
後
の
坊
刻
本
と
思
わ
れ
る
」
と
推
定
す
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
根
擦
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
恐
ら

く
、
幾
多
の
版
本
を
鑑
定
し
て
き
た
氏
に
は
、
デ
ー
タ
と
し
て
は
記
し
得
な
い
け
れ
ど
も
、
す
く
い
取
る
べ
き
何
も

の
か
が
そ
こ
に
確

か
に
感

受
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
阿
部
氏
所
見
の
添
注
本
が
、
南
宋
刊
本
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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だ

が
、
北
京
圖
書
館
所
藏

の
添
注
本
に

つ
い
て
も
、

「此
と
同
版
ら
し
い
」
と
記
す
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
少
な

く
と
も
避
詳
の
情
況
に
關
し
て
言
え
ば
、
本
版
は
阿
部
氏
所
見
の
添
注
本
と
は
異
な

つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
回
調
査

し
た
北
京
圖
書
館
所
藏
本
巻
十
七
の
範
園
内
に
お

い
て
、
紹
興
刊
本

『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
と
同
様
、
太
租
趙
匡
胤

の
父
姐
の
誹
を
避

け
て
、

「朗
」

「
敬
」

「弘
」

「
股
」
に
欠
筆
が
認
め
ら
れ
る

一
方
、
紹
興
本
と
は
異
な

っ
て
、
北
宋
四
代
目
皇
帝
英
宗
の
父
、
撲
安

諮
王
允
譲

の

「譲
」

の
字
を
、
添
注
本
で
は
全
く
避
け
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

一
代
前
の
仁
宗
に
つ
い
て
は
、
そ
の
諺

「
頑
」
の
兼
避

に
よ

り

「
徴
」
の
末
書
を
欠

い
て
い
る
。
北
宋
の
末
代
皇
帝
、
欽
宗
の
誰

「桓
」

の
字
が

一
箇
所
見
え
る
が
、
も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
避
け

て
い
な
い
。
た
だ
、
正
直
に
言
え
ば
、
本
版
は
避
諺
に
や
や
嚴
密
さ
を
欠
き
、
例
え
ば
、
趙
匡
胤
の

「匡
」
に
通
ず

る

「筐
」

の
字
は

避
け
な

い
し
、
そ
の
始
社
玄
朗
に
つ
い
て
、

「朗
」
は
末
豊
を
欠
く

一
方
、

「
玄
」
の
字
に
は
全
く
欠
筆
が
認
め
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
却

っ
て
、
本
版
が
、
避
諺
法
の
未
だ
確
立
し
て
い
な
い
、
北
宋
の
比
較
的
早
い
時
期

の
刊
本
で
あ
る
こ
と
を
物
語

る
よ
う

に
も
思

わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
今
述

べ
た
よ
う
な
避
誇
の
情
況
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
北
京
圖
書
館
所
藏
の
添
注
本
は
、
北
宋
仁
宗

期

(在
位

一
〇
二
三
～

一
〇
六
三
)
の
版
本
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
推
定
が
妥
當

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
ち

ょ
う
ど
、
か
の
晃
仲
衛
の
生
き
た
時
代
に
重
な
り
、
彼

の
添
注
は
、
そ
の
作
業
が
完
成
す
る
や
い
な
や
、
早
く
も
刊
刻
に
附
せ
ら

れ
た

こ
と
に
な
る
。

晃
仲
衛
と
い
う
人
物
は
、
先
に
も
鰯
れ
た
王
珪

の

「
晃
君
仲
衛
墓
誌
銘
」

に
よ
る
と
、
自
身
が

「未
だ
嘗
て

一
日
と
し
て
書
を
去
ら

ざ
る
」

ほ
ど
の
勉
強
家

で
あ

っ
た
ば

か
り
か
、
大
攣
熱
心
な
教
育
家
で
も
あ

っ
て
、
例
え
ば
赴
任
地
の
懐
州
に
勉
學

の
氣
風
が
塵
れ
て

い
る

の
を
見
て
取
る
や
、

「
自
躬
ら
教
勅
し
て
、
朝
夕
に
絃
論
を
聞
か
使
め
」
、

こ
れ
に
よ

っ
て
當
地
の
氣
風
を
刷
新
し
た
と
い
う
ほ

ど
で
あ

る
。

『
白
氏
六
帖
』
の
校
訂
増
補
版
で
あ
る
添
注
本
も
、

こ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
類
書
を
利
用
す
る
周
園
の
者

た
ち
の
た
め
に
、

い
ち
早
く
私
家
版
と
し
て
刊
刻
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
先
に
、
阿
部
氏
に
よ

っ
て
南
宋
中
期
後
の
坊

刻
本
と
推
定
さ
れ

た
添
注
本
は
、

こ
の
何
代
目
か
の
復
刻
版
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
南
宋
時
代
に
添
注
本
が
流
布
し
た
こ
と
は
、
例
え
ば
先

に

言
及
し
た

『
中
興
書
目
』

の
解
題
に
よ

っ
て
も
確
認
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し

て
、
前
章

に
お

い
て
取
り
上
げ
た
、
か
の
王
安
世
の

『白
帖
』
序
に
い
う

「
晃
氏
家
本
」
と
は
、
恐
ら
く
こ
の
家
刻
本

『添
注

出
経
』

で
は
な
か

つ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
晃
仲
術
自
身
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
筆
爲
本
は
そ
う
そ
う
た
や
す
く
借
り

北
京
圖
書
館
藏

『新
雛
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に
つ
い
て

(柳
川
)
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出
せ

る
は
ず
が
な
い
し
、
他
方
、
既
に
商
業
ベ
ー
ス
に
乗

っ
て
し
ま

っ
た
坊
刻
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を

「
晃
氏

の
家
本
を
得
る
者

有
り
」

な
ど
と
、
も

つ
た
い
ぶ

っ
た
表
現

で
は
書
き
記
さ
な

い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三

添
注

本
は
、
概
ね
間
違
い
な
く
、
晃
仲
術
に
よ

っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
こ
に
見
え
る
出
典
注
記
を
、
全
て
晃
氏

一
人

に
蹄
し
て
し
ま
う
こ
と
は
果
し
て
妥
當
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
紹
興
本
や
こ
れ
と
同
系
統
に
屡
す
る
ら

し
い
静
嘉
堂
本
に

お
い
て
も
、
添
注
本
の
そ
れ
に
重
複
し
て
、
時
折
典
擦
に
言
及
す
る
注
が
認
め
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
注

は
い
っ
た
い
誰
に

よ
る
も

の
な
の
だ
ろ
う
か
。
實
は
、
周
錫
贋
に
よ

っ
て
初
め
て
添
注
本
の
著
者
が
推
定
さ
れ
た
時
鮎
で
は
、
添
注
本

以
外

の

『
白
帖
』

軍
行
本

は
未
だ
學
界
に
認
知
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
幾

つ
か
の

『
白
帖
』
軍
行
本
が
出
揃

っ
た
今
日
、

こ
の
問
題
は
始
め
て
考
察
の
た

め
の
基

盤
が
準
備
さ
れ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
從
來
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
説
が
あ
る
。

ま
ず
、
花
房
英
樹
氏
は
、
王
珪
の

「晃
君
仲
衛
墓
誌
銘
」
に
記
さ
れ
た

『事
類
後
集
』
を

こ
そ
紹
興
本
系
統
の
租
本

と
推
定
し
、
從

っ

て
こ
の
系
統
の

『
白
帖
』
に
間

々
見
え
る
出
典
注
記
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
晃
仲
衛
に
よ
る
も
の
と
看
敬
し
て
い
る
。
た
だ
、
氏
は
、

添
注
本
を
未
見
で
あ
る
。
次
に
、
胡
道
静
氏
は
、
紹
興
本
に
は
例
外
的
な
出
典
注
記
を
、
當
時
既
に
存
在
し
て
い
た
は
ず
の
添
注
本
か

ら
流

入
し
た
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
に
封
し
て
、
山
崎
誠
氏
は
、
添
注
本
が
南
宋
中
期
後

の
坊
刻
本
で
あ
り
、
他
方
、
紹
興
本
と
同

一

系
統

に
屡
す
る
静
嘉
堂
本
が
北
宋
刊
本
で
あ
る
と
い
う
先
人
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
添
注
本
か
ら
静
嘉
堂
本

・
紹
興

本

へ
の
逆
流
は
有

り
得

な
い
と
反
論
す
る
。
そ
う
し
た
上
で
、
静
嘉
堂
本
を
含
む
紹
興
本
系
統
と
添
注
本
と
の
讐
方
に
共
通
す
る
出
典

注
記
は
、
晃
仲
術

以
前

の
何
人
か
の
注
を
引
き
縫

い
だ
も
の
で
あ

っ
て
、
も
し
紹
興
本
系
の
版
本
に
比
べ
て
増
加
し
た
箇
所
が
添
注
本
に
認
め
ら
れ
る
な

ら
ば

、
そ
れ

こ
そ
が
晃
氏
の
増
補

で
あ
る
、
と
読
く
。

結

論
か
ら
言
え
ば
、
私
も
山
崎
氏
と
同
様
に
、
静
嘉
堂
本

・
紹
興
本
に
時
折
見
え
る
出
典
の
注
記
は
、
既
に
晃
氏
以
前
に
入

っ
て
い

た
も

の
と
考
え
る
。
た
だ
、
判
断
の
根
擦
や
推
論
の
過
程
は
異
な
る
の
で
、
こ
こ
に
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
以
下
は
、
添
注
本

・
静

嘉
堂
本

・
紹
興
本
の
三
者
に
つ
い
て
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
検
討
し
た
末
に
導
き
出
さ
れ
た
結
論

で
あ
る
。
各
本

の
刊
刻
時
期
に
つ

一60「



い
て
は
、
今
は
燭
れ
な
い
。

ま
ず
第

一
に
、
静
嘉
堂
本

・
紹
興
本
に
お

い
て
出
典
を
注
記
す
る
場
合
、
そ
の
多
く
は
、
採
録
文
献
の
正
文
も
し
く
は
注
の
冒
頭
に

こ
れ
を
記
し
、
時
折
、
正
文
の
み
か
ら
な
る
條

の
下
に
書
名
を
付
記
し
た
り
、
あ
る
い
は
た
ま
に
、
注
の
末
尾
に
こ
れ
を
追
記
し
た
り

す
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
具
合
で
、

こ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
の
様
式
を
取
る
か
は

」
定
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
書
名
の
示
し
方
を

見

て
も
、
例
え
ば

『禮
記
』
を
言
う
の
に
、

「記
日
」
と
記
す
も
の
あ
り
、

「
禮
日
」

「
禮
云
」
と
記
す
も
の
あ
り

で
、
必
ず
し
も
全

面
的

に
統

一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
こ
れ
ら

の
注
が
複
数

の
無
名
氏
に
よ

っ
て
重
層
的
に
付
加
さ
れ
て

い

つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
封
し
て
、
添
注
本
に
お
け
る
出
典
注
記
は
、
ほ
と
ん
ど

一
律

に
、
そ
の
條
の
末

尾
に

こ
れ
を
置
く
。
例
え
ば
、
冠
禮
門
に
、
紹
興
本

・
静
嘉
堂
本
で
は

「
記
日
公
侯
之
有
冠
禮
、
夏
之
末
造
也
」
と
作

る
條
が
あ
る
が
、

こ
れ

に
つ
い
て
添
注
本
で
は
、
文
頭
の

「
記
日
」

の
二
字
が
無
く
、
代
わ
り
に
本
條

の
末
尾
に

「禮
八
」

(
『
禮
記
』
郊
特
牲
)
と
注

記
す

る
。

こ
の
よ
う
に
、
添
注
本
に
お
け
る
出
典
注
記
は
、
た
と
え
そ
れ
が
紹
興
本
に
共
通
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
出

慮
を
表

示
す
る
部
分
だ
け
は
、
必
ず
こ
れ
を
條
の
末
端
に
置
く
。
思
う
に
、
ほ
と
ん
ど
同

一
の
檬
式
で
以
て
記
さ
れ
た
注
を
、

一
部
ラ

ン
ダ

ム
に
選
澤
し
、
そ
の
上
こ
れ
を
多
種
多
彩
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
取
り
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
ど
こ
に
も
な

い
。
む
し
ろ
、
複

数
の
人

々
に
よ

っ
て
各
々
様

々
な
様
式
で
記
さ
れ
て
い
た
注
が
、
あ
る

一
人
の
手
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

一
定
の
形
式
に
揃
え

ら
れ
た
と
考
え
た
方
が
は
る
か
に
自
然
で
あ
る
。

第

二
に
、
静
嘉
堂
本

.
紹
興
本
に
お
け
る
出
典
注
記
が
、
書
名
や
篇
名

の
み
記
す
比
較
的
簡
略
な
そ
れ
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
添
注

本

で
は
多
く

の
場
合
、
よ
り
詳
細
に
巻
秩
の
敷
字
ま
で
記
す
。
例
え
ば
、
冠
禮
門
に
見
え
る

「
突
而
弁
分
」

に
つ
い

て
、
紹
興
本
系

の

版
本

で
は

「
詩
」
と
書
名

の
み
記
す
の
に
封
し
て
、
添
注
本
で
は
こ
れ
を

「毛
五
」
(
『
毛
詩
』
齊
風
、
甫

田
)
に
作
る
、
と
い
う
具

合
に
。

こ
の

一
歩
踏
み
込
ん
だ
注
記

の
仕
方
は
、
静
嘉
堂
本

・
紹
興
本
よ
り
も
添
注
本
の
方
が
後
出
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆

す
る
。
恐
ら
く
晃
仲
衛
は
、
先
行
す
る
出
典
注
記
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
逐

一
原
典
に
當

っ
て
こ
れ
を
確
認
し
、
そ
の
謹
と
し
て
巻
秩

の
敷
字
を
記
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

も

っ
と
も
添
注
本
に
も
、
時
に
は
巻
秩
を
示
さ
ず
、
善
本
の
注
記
を
盲
目
的
に
襲
う
條
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
よ
う

な
場
合

で
も
、
出
典
の
注
記
を
そ
の
條

の
末
尾
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
忘
れ
て
い
な
い
。
甚
だ
し
い
例
を
畢
げ
る
な
ら
ば
、
宴
門
の
最

北
京
圖
書
館
藏

『
新
雛
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に
つ
い
て

(柳
川
)
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後

に
見
え
る

「
周
詩

日
天
之
所
壌
不
可
支
也
昔
武
王
克
股
作
詩
以
爲
飯
」
(静
嘉
堂
本

・
紹
興
本
)
に

つ
い
て
、
添
注
本
で
は
文
頭
の

「
周
詩
日
」

の
三
字
を
そ
の
ま
ま
本
條
の
下
に
移
し
て

「
周
詩
」
と
注
す
る
が
、
非

で
あ
る
。
こ
こ
は
、
こ
の
直
前

に
引
用
さ
れ
た

『
國
語
』
周
語
下
の
文
章

の
績
き
で
あ

っ
て
、

「
周
詩

日
」
と
引
用
し
た
の
は
、

『
白
帖
』
の
編
者

で
は
な
し
に
、

『
國
語
』
中

の
人

物
な

の
だ
か
ら
、
こ
の
三
字
を
末
尾
に
移
動
さ
せ
た
の
で
は
意
味
を
成
さ
な
い
。
思
う
に
、
直
前
の

「
又
日
蔑
弘
其
不
没
乎
」
と
い
う

群
句

の
下
に

「
國
語
三
」
と
注
す
る
こ
と
か
ら
考
え

て
、
晃
仲
衛
自
身
は
上
述
の
こ
と
を
必
ず
や
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
恐
ら

く
こ
の
誤
り
は
、
晃
氏
の
添
注
が
著
者
の
手
を
離
れ
、
そ
の
校
訂
濟
み

『
白
帖
』
の
テ
ク
ス
ト
と
と
も
に
刊
刻
さ
れ
る
時
鮎
で
生
じ
た

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
添
注
本
に
お
い
て
は
稀
な
、
巻
秩
を
記
さ
な
い
書
名
の
み
の
注
記
は
、
お
お
よ
そ
晃
仲

衛
の
手
を
経

て
い

な
い
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
上
述
の
二
鮎
か
ら
考
え
て
、
静
嘉
堂
本

・
紹
興
本
に
時
折
見
え
る
出
典
注
記
は
、
晃
仲
衛
の
添
注
以
前
に
既

に

入

つ
て
い
た
と
見
る
の
が
妥
當

で
あ

っ
て
、
添
注
本
の

一
部
が
紹
興
本
系
版
本
に
流
入
し
た
と
す
る
に
は
非
常
に
無

理
が
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
を
逆
の
立
場
か
ら
言
い
替
え
る
な
ら
ば
、
添
注
本
に
見
え
る
注
記
は
、
必
ず
し
も
全
て
が
晃
仲
衛

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
の
幾

つ
か
は
、
先
行
す
る
注
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

と

こ
ろ
で
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
山
崎
読
は
、
添
注
本
の
刊
刻
を
南
宋
中
期
後
と
推
定
す
る
阿
部
氏
の
読
に
全

面
的
に
依
擦
し
、

添
注
本
が
そ
れ
以
前
に
刊
刻
さ
れ
た
可
能
性
は
想
定
し
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
般
に
書
物
が
流
傳
し
て
ゆ
く
際
、
字
句

の
増
盆

は
行
わ
れ
易
い
が
、
そ
の
削
除
は
考
え
難
い
こ
と
か
ら
見
て
、
も
し
假
に
紹
興
本
の
刊
行
以
前
に
添
注
本
系
統
が
既
に
存
在
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
現
存
本
は
全

て
添
注
本
の
系
統
と
な
る
筈

で
あ
る
、
と
主
張
し
、
添
注
本
の
出
現
を
、
紹
興
本
や
静
嘉
堂
本
を
結
ぶ

同

一
系

統
の
末
端
に
位
置
付
け
る
。

だ

が
、
既
に
第

二
章

で
推
論
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
北
京
圖
書
館
所
藏

の
添
注
本
は
北
宋
刊
本

で
あ

っ
て
、

そ
の
出
版
が
紹
興

本
に
先

ん
じ
て
い
た
こ
と
は
明
白
な
事
實
で
あ
る
。
も
し
假
に
山
崎
説
の
見
方
に
捺
る
な
ら
ば
、
た
ち
ど

こ
ろ
に
次

の
よ
う
な
疑
問
が

生
ず

る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
紹
興
本
は
な
ぜ
、
先
行
す
る
北
京
圖
書
館
藏
添
注
本
の
出
典
注
記
を
全
て
取
り
込
ま

な
か

っ
た
の
だ
ろ

う
か
、

と
。

こ
の
疑
問
を
解
く
た
め
に
は
、

『
白
氏
六
帖
』
流
傳

の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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四

『
白
氏
六
帖
』

の
流
傳
情
況
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
た
び
た
び
言
及
し
て
き
た
、
か
の
王
安
世

の

『
白
帖
』
序

文
が
、
優
れ
て
示
唆
に
富
む
記
述
を
残
し
て
い
る
。
本
文
献

の
末
尾
近
く
に
言
う
。

有
得
晃
氏
家
本
者
、
於
其
属
封
之
外
、
悉
註
所
出
巻
秩

(秩
に
同
じ
)
名
氏
、
思
過
半
　
。
夫
欲
窮
高
極
深
而
索
其
至
邪
、
難

忘

言
可
也
。
如
將
案
往
造
読

(
一
字
分
空
白
)
温
故
以
備
用
、
則
是
書
爲
文
僻
之
助
、
山豆
少
哉
。
菖
本
詑
鉄
、
今
以
刊
正
。
旦
識

其
所
得
用
、
傳
於
世
。

王
氏

は
こ
の

一
節
に
お
い
て
、

「
晃
氏
の
家
本
」
す
な
わ
ち
添
注
本
に
つ
い
て
、

「其
の
属
封

の
外
に
於

い
て
、
悉
く
出
る
所
の
巻

秩
名

氏
を
註
し
」
て
い
る
の
で

「
思
ひ
半
ば
を
過
ぐ
　
」、

つ
ま
り
、
そ
の
出
典
注
記
か
ら
、
容
易
に
原
典
を
探
し
當

て
る
こ
と
が
で

き
る
、

と
述
べ
、

「
善
本
の
託
敏
を
、
今

(晃
氏
家
本
を
)
以
て
刊
正
し
」
た
の
で
、
そ
の
校
訂
に
有
用
で
あ

っ
た
晃
氏
家
本
の
名
を

特
に
銘

記
し
て
世
に
傳
え
る
の
だ
と
記
す
。
要
す
る
に
、
詳
細
な
出
典
注
記
を
附
す
る
添
注
本
は
、
奮
本

『白
氏
六
帖
』
の
誤
り
を
正

す
た

め
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ

つ
て
、
あ
く
ま
で
も
校
訂
の
た
め
の
参
考
資
料
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て

『
白
帖
』
流
傳

の
本
流
に
位
置
す

る
も

の
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ

て
、
こ
こ
に
王
安
世
の
序
を
冠
し
て
出
版
さ
れ
た
改
訂
版

『
白
帖
』
は
、

こ
の
序
文
が
、
宋
刊
本
に
擦

っ
た
明
抄
本

『白
孔
六
帖
』

の
中

に
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
南
宋
後
半
期
に
孔
傳

の

『
後
六
帖
』
と
合
流
し
、
合
本

『
白
孔
六
帖
』

と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と

に
な

っ
た
系
統
の

『
白
帖
』
で
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
現
存
す
る
版
本
の
中
で
は
、
紹
興
本
が
比
較
的

こ
れ
に
近

い
と
思
わ

れ
る
。
紹
興
本
は
、
王
序
が
記
さ
れ
た
北
宋
の
元
祐
五
年

二

○
九
〇
)
か
ら
敷
十
年
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
テ
ク
ス
ト
が
、

『白
孔
六
帖
』
の
白
氏
部
分
と
概
ね

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
差
し
支
え
な

い
だ
ろ
う
。

他
方
、
王
安
世
の
所
謂

「
奮
本
」
と
は
、
少
な
く
と
も
仁
宗
期
の
晃
仲
衛
以
前
に
刊
行
さ
れ
た

『
白
帖
』
で
あ
り
、

そ
れ
は
す
な
わ

ち
、
十
世
紀
半
ば
、
五
代
蜀
に
お
い
て
刊
刻
さ
れ
た

『
白
氏
六
帖
』

の
翻
刻
本
を
指
す
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
蜀
本

に

つ
い
て
、

『
宋

史
』
巻

四
七
九
、
西
蜀
孟
氏
世
家
附
母
守
素
傳

に
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

北
京
圖
書
館
藏

『
新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に
つ
い
て

(柳
川
)
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論
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第
二
十
六
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昭
喬

(
母
守
素

の
父
)
性
好
藏
書
、
在
成
都
令
門
人
勾
中
正
、
孫
逢
吉
書

『文
選
』

『
初
學
記
』

『
白
氏
六
帖
』
鐘
板
。
守
素

齎

至
中
朝
、
行
於
世
。
大
中
祥
符
九
年

(
一
○

一
六
)、
子
克
勤
上
其
板
、
補
三
班
奉
職
。

こ
れ

に
よ
る
と
、

『
白
氏
六
帖
』
は
後
蜀
の
母
昭
商
に
よ

っ
て
刊
刻
さ
れ
、
こ
れ
が
中
朝
に
も
た
ら
さ
れ
て
大
い
に
世
に
行
わ
れ
た

の
で
あ

つ
た
が
、
こ
の
板
は
、
北
宋
眞
宗

の
大
中
祥
符
九
年

(
一
○

一
六
)、
母
昭
商
の
孫
、
克
勤
に
よ

っ
て
上
納
さ
れ
た
の
だ
と
い

う
。
統

一
成

つ
た
北
宋
王
朝
に
納
れ
ら
れ
、
全
中
國
を
網
羅
す
る
文
化
の
傳
播

ル
ー
ト
に
乗

っ
た

『
白
氏
六
帖
』
は
、
恐
ら
く
直
ち
に

官
刻

に
付
せ
ら
れ
、
よ
り

一
層
そ
の
利
用
者
を
拡
大
さ
せ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ

で
、
今
回
添
注
本
と
の
比
較
に
用
い
た
静
嘉
堂
本
は
、

『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
圖
録
』

(汲
古
書
院
、

一
九
九
二
年
)
に
よ

る
と
、

宋
諦
と
し
て
敬

・
驚

・
鏡

・
弘

・
股

・
匡

・
筐

・
恒
を
避
け
る
と
さ
れ
、
ま
た
實
際
、
本
版
の
巻

一
に
當

っ
て
み
る
と
、
確
か

に
眞

宗
の
誹

「
恒
」
の
字
は
全

て
末
書
を
欠
い
て
い
る
が
、
他
方
、
次
の
仁
宗
皇
帝
の
誹

「禎
」

に
通
ず
る

「
貞
」

の
字
は
避
け
ら
れ

て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
情
況
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
山
崎
氏
も
夙
に
指
摘
す
る
通
り
、
静
嘉
堂
本
の
刊
刻
は
北
宋
眞
宗
期
と
推
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
推
定
が
も
し
當

っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
奇
し
く
も
、
先
に
述
べ
た
、

母
克
勤
に
よ
る
蜀

刻
板

上
奉
の
時
期
と
ぴ

っ
た
り
重
な
り
合
い
、
更
に
、
王
安
世
の
序
に
い
う
奮
本
と
は
、
恐
ら
く
今
こ
こ
に
あ
る
静
嘉
堂
本
そ
の
も
の

か
、

あ
る
い
は
こ
れ
に
極
め
て
近
い
刊
本
だ
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
避
誹
の
情
況
は
、
必
ず
し
も
刊
刻
年
代

の
推
定
に
お
い
て
決
定
的
な
決
め
手
と
は
な
り
得
な
い
し
、
實
際
、

こ
の
静
嘉
堂
本

を
北
宋
後
期
刊
本
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
ま
た
、
今
回
封
象
と
し
た
巻
十
七
に
つ
い
て
は
、
實
は

一
字
の
欠
筆
も
認

め
ら
れ
ず
、
印
刷

の
状

態
も
ひ
と
き
わ
鮮
明
で
あ

っ
て
、
恐
ら
く
は
元
の
時
代
に
差
し
替
え
ら
れ
た
補
版
で
は
な
い
か
と
も
疑
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
元

代

に
復
刻
さ
れ
た
版
が
、
果
し
て
ど

の
程
度
正
確

に
北
宋
刊
本
の
姿
を
傳
え
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
が
新
た
に
俘

上
し
、

『白
帖
』

の
流
傳
系
統
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
比
較
封
照
文
献
と
し
て
は
、
そ
の
根
底
に
不
安
定
さ
を
生
ず
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。

だ
が
今
は
、
上
述
の
推
定
が
甚
だ
し
く
は
的
を
外
れ
て
い
な
い
と
假
定
し
た
上
で
、
論
を
先

へ
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ

で
、
北
京
圖
書
館
藏
添
注
本

・
紹
興
本

・
静
嘉
堂
本
の
三
者
に
つ
い
て
、
も
し
假
に
こ
れ
ま
で
推
定
し
て
き
た
刊
刻

年
代
が
當

っ
て
い

る
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
こ
に
、
晃
仲
衛
の
添
注
本
を
挾
ん
で
、
校
訂
さ
れ
る
以
前
の

「善
本
」
と
、
添
注
本
に
よ

っ
て
校
訂
さ
れ
た
後

の
改
訂
版

『
白
帖
』
と
が
出
揃
う

こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
王
安
世
の
序
に
記
さ
れ
て
い
た

『
白
氏
六
帖
』
の
系
統

圖
が
、
こ
こ
に
現
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存
す

る
版
本
と
し
て
鍾
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
、
王
序
に
記
す
と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
種

の
版
本
の
間
に
、
テ
ク
ス
ト
の
異
同
と

し
て
現

れ
て
い
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
結
論
と
し
て
は
、
概
ね
こ
の
こ
と
は
達
成
さ
れ
た
よ
う

に
思
う
。

例

え
ば
、
紹
興
本
の
帖
四
、
七
十
三
葉
裏
十

二
行
目
に
見
え
る
正
文

「禮
樂
所
以
立
人
倫
正
情
性
」
及
び
そ
の
注

の

「
正
人
足
以
副

其
誠
、

邪
人
足
以
防
其
失
」
に
つ
い
て
、
静
嘉
堂
本

・
添
注
本
は
、
注
の
十
四
字
を

「
人
足
以
防
其
失
也
」

の
七
字

に
作
り
、

こ
れ
を

正
文

と
爲
す
。
ま
た
添
注
本
に
は
、
そ
の
下
に

「
前
十

一
志
」
と
い
う
出
典
注
記
が
見
え
る
。
案
ず
る
に
、
静
嘉

堂
本
に
記
す
正
文

「
人
足

以
防
其
失
也
」
は
、
明
ら
か
に
語
句
の
誤
引
で
あ
る
。
添
注
本
は
、
そ
の
静
嘉
堂
本
の
誤
り
を
襲
い
は
し
た
け
れ
ど
も
、
出
典

が

『
漢
書
』
禮
樂
志

で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

こ
れ
に
披

っ
て
、
紹
興
本
の
祀
本
は
、
上
記
の
如
く
、
原
典
に
合
致
し
た
テ
ク
ス
ト

に
正
し

た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、

『
白
孔
六
帖
』

で
は
、
静
嘉
堂
本

の
誤
り
は
正
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
紹
興
本
帖
四
、
七
十
四
葉
表
九
行
目
に
見
え
る
正
文

「
牟
融
」

の
注

「學
動
方
重
甚
得
大
臣
膿
」
に
つ
い
て
、

「動
」

の
字

を
、
静
嘉
堂
本
で
は

「中
」

に
作
り
、
添
注
本
で
は

「
忠
正
」
に
作
る
。
ま
た
、
添
注
本
で
は
文
末
に
出
典
注
記
を
加
え
て

「
後
十
六
」

と
い
う
。
案
ず
る
に
、
文
意

の
通
じ
な
い
静
嘉
堂
本
の
テ
ク
ス
ト
に
封
し
て
、
添
注
本

で
は
、
こ
れ
を

「
忠
正
」
の
部
分
的
脱
落
と
看

倣
し
た

の
だ
ろ
う
。
出
典

で
あ
る

『後
漢
書
』
牟
融
傳
に
、

「薦
融
忠
正
公
方
」
と
い
う

一
句
が
見
え
、

こ
れ
と
混

同
し
た
可
能
性
も

あ
る
。

た
だ
、
原
典
の

「
學
動
方
重
、
甚
得
大
臣
節
」
に
照
ら
し
て
、
こ
れ
は
や
は
り
紹
興
本
の
よ
う
に
作
る
の
が
正
し
い
。
紹
興
本

の
租
本

は
、
添
注
本
の
出
典
注
記
に
導
か
れ
て
原
典
に
當
り
、
こ
れ
に
依
擦
し
て
刊
誤
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
、

『
白
孔
六

帖
』
で
は
、
こ
れ
を

「
畢
止
」
に
作
る
。
ど
う
も
、
こ
の
合
本
の
出
版
者
は
、
南
宋
當
時
、
複
数
存
在
し
て
い
た
は
ず
の

『
白
帖
』
の

版
本
の
内
か
ら
、
必
ず
し
も
善
本
を
選
び
取

つ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

こ
の
他
、
静
嘉
堂
本
に
は
軍
純
な
誤
脱

・
衛
字
が
意
外
な
ほ
ど
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
内
、
添
注
本

・
紹
興
本

で
は
共
に
正
し
く
作

つ

て
い
る
例
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
恐
ら
く
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
添
注
本
に
お
い
て
訂
正
さ
れ
、
そ
れ
が
紹
興
本

の
租
本
に
繊
承
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
静
嘉
堂
本

・
北
京
圖
書
館
藏
添
注
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
王
安
世
の
序
に
い
う

「奮
本
」

「
晃
氏
家
本
」

に
ほ
ば
相

當
し
、

ま
た
紹
興
本
の
租
本
は
王
序
を
冠
す
る
改
訂
版

『
白
帖
』
の
系
統
に
連
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
三
つ
の
版
本
間
の
異
同
を

見
る
に
、

三
者
の
關
係
は
、
概
ね
王
序
に
記
さ
れ
た
そ
れ
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
、
今
回
調
査

北
京
圖
書
館
藏

『
新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に
つ
い
て

(柳
川
)
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し
た

の
は
巻
十
七
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
特
に
静
嘉
堂
本
、
及
び
北
京
圖
書
館
藏
添
注
本
の
刊
刻
年
代

に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
調
査
を
縫
績
し
、
愼
重
に
こ
れ
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
.

五

既

に
述

べ
た
通
り
、
山
崎
説
で
は
、
添
注
本
は
紹
興
本
系
統
の
末
尾
に
位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
と
同
じ
観
鮎
か
ら
、
次
の
よ
う
な
疑

問
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
も
し
添
注
本
が
紹
興
本
に
先
ん
じ
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
添
注
本
の
出
典
注
記
が

悉
く
紹
興
本
に
縫
承
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
先
に
畢
げ
た
王
安
世
の
序
に
よ

っ
て
概
ね
解
決
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
添
注
本
は
、
あ
く
ま
で
も
奮
本
校
訂

の
た
め
に
参
照
さ
れ
た

一
種
の
研
究
資
料
で
あ

っ
て
、
決
し
て

『
白

氏
六
帖
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
從

つ
て
、
添
注
本
の
み
に
見
え
る
出
典
の
注
記
は
、

こ
れ
を

『白
帖
』

の
テ
ク
ス
ト
の
異
同
と
看
倣

さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ

て
、
先
人
も
多
く
指
摘
す
る
通
り
、
添
注
本
に
は
時
折
、
紹
興
本
系
版
本
に
は
見
え
な
い
條
を
混
在
さ
せ
て
い
る
。
今
回
封
象
と

し
た
巻
十
七
で
は
、

「禮
」
と
い
う
比
較
的
引
用
文
献

の
限
定
さ
れ
た
テ
ー

マ
で
あ

っ
た
た
め
か
、
さ
ほ
ど
頻
繁
に
は
そ
の
よ
う
な
事

例
に
出
會
え
な
か

っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
例
え
ば
禮
門

の

「
以
嘉
禮
親
萬
人
」
と
い
う
條

の
下
に
、

『
左
傳
』
荘
公
十
八

年
の
記
事
に
基
づ
く
、
正
文

「
名
位
不
同
」
注

「禮
亦
異
数
」
の
追
補
が
認
め
ら
れ
る
。
北
宋
刊
本
で
あ
る
静
嘉
堂
本
は
と
も
か
く
も
、

明
ら

か
に
晃
仲
衛
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
紹
興
本
に
そ
う
し
た
條
が
入

っ
て
い
な
い
の
は
ど
う
い
う
わ
け
だ
ろ
う
か
。

そ

こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
第

一
章
で
も
引
用
し
た
、
王
珪
の

「晃
君
仲
衛
墓
誌
銘
」

の

一
節

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
晃
氏
は
、

奮
來

の

『
白
帖
』
を
経
史
の
書

に
照
ら
し
て
刊
誤
し
た
上
に
、
更
に
既
存
の
部
門
に
依
擦
し
な
が
ら

「
孜
を
補
ひ
新

し
き
を
掠

ひ
」
、

『
白
帖
』
と
は
別
個
に
、

『事
類
後
集
』
と
稻
す
る
三
十
巻

の
書
物
を
爲
し
た
の
だ
と

い
う
。
添
注
本
と
は
、
こ
こ
に
い
う
校
訂
版

『
白
帖
』
と
、
そ
の
増
補
版
で
あ
る

『
事
類
後
集
』
と
を
合
わ
ぜ
て
刊
刻
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。

『
事
類
後
集
』
に
關

す
る
記
述
の
内
、

「
補
孜
」
と
は
、
恐
ら
く
出
典
の
指
摘
を
中
心
と
す
る
注
記
を
指
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

「
撚
新
」
と
い
う
の
が
、

今
述
べ
た
よ
う
な
添
注
本
猫
自
の
文
献
探
録
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
出
典
の
注
記
が
紹
興
本
系
に
取
り
込
ま
れ
な
か

っ
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た
の
と
同
様
に
、
も
と
も
と
奮
本

『
白
氏
六
帖
』
に
存
在
し
な
か
つ
た
條
が
、
紹
興
本
系

『
白
帖
』

に
流
入
し
な
か

っ
た
の
は
理
の
當

然
で
あ

っ
た
。
出
典
注
記
に
し
ろ
、
増
補
文
献
に
し
ろ
、
そ
れ
は

『事
類
後
集
』
に
屡
す
る
部
分
な
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て

『
白
帖
』

の
テ
ク
ス
ト
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、

『
白
氏
六
帖
』
は
、
文
献

の
畢
げ
方
に

一
定
の
様
式
が
認
め
ら
れ
ず
、
見
た
目
に
も
甚
だ
雑
多
な
印
象
を
受
け
る
。
形

式
面

か
ら
敢
え
て
こ
れ
を
分
類
す
れ
ば
、
ま
ず
、
正
文

の
み
提
示
す
る
條
と
、
正
文
と
注
と
か
ら
成
る
條
の
二
種
類
が
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
原
典
と
突
き
合
わ
せ
て
み
る
に
、
正
文

・
注
の
各

々
に
つ
い
て
、
原
典
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
も
の
と
、

こ
れ
を
自
己
流
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
引
く
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
、
正
文
と
注
と
の
關
係
に
着
目
し
て
言
え
ば
、
雨
者
が

」
膿
と
な

っ
て
原
典
本
文
を
提
示

す
る
場
合
と
、
正
文

・
注
が
、
ち
ょ
う
ど

「経
」
と

「傳
」
と
に
相
當
す
る
關
係
を
成
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
、

正
文

の
績
き
を
注
に
引
く
も
の
、
原
典
の

一
部
を
抽
出
し
た
正
文
に
封
し
て
、
注
が
そ
の
全
膿
像
を
紹
介
す
る
も
の
、
後
者
に
つ
い
て

は
、

も
と
も
と
原
典
に
附
せ
ら
れ
て
い
た
注
を

『
白
帖
』
の
注
と
し
て
取
り
込
ん
だ
も
の
、
正
文
に
封
し
て
、
全
く

猫
自
に
注
繹
を
施

す
も

の
、
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
上
記
の
タ
イ
プ
が
複
合
し

て
現
れ
る
場
合
も
あ
る
。
他
方
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
文
献
が

出
庭
を

明
示
し
な
い
の
に
封
し
て
、

一
部
例
外
的
に
典
擦
を
記
す
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
先
行
す

る
類
書
の

一
部
を

抜
き
書

き
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
も
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、

『白
氏
六
帖
』
は
、
そ
の
文
献
採
録
の
様
式
に
全
く

一
貫
性
が
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
が
、

こ
う
し
た
現
象
は
、
こ
の

類
書
が
決
し
て

一
人
の
手
に
よ

つ
て
短
期
間
に
編
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
幾
多
の
人
々
の
手
を
経
る
う
ち
に
、

徐
々
に
そ
の
内
容
を
膨
ら
ま
せ
て
い

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
本
書
が
刊
本
の
時
代

に
移
行
し
た
際
、
そ

の
時
鮎

で
書
き
込
ま
れ
て
い
た
無
名
氏
に
よ
る
増
補
文
献
は
全
て

『白
帖
』

の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
定
着
し
、

一
方
、

そ
れ
以
降

の
追
補

は
、

『
白
帖
』
と
は
別
個
の
著
作
と
し
て
、
無
署
名
の
ま
ま
こ
れ
を
取
り
込
む
こ
と
に
は
抵
抗
を
生
ず
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う

か
。

無
名
氏
の
追
補
を
多
く
含
む
に
違
い
な
い
善
刊
本
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
基
準
と
す
べ
き
底
本
と
し
て
意
識
し
て
い
る
ら
し
い
様
子

が
、
添
注
本

の
中
に
も
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
具
體

例
を
畢
げ
れ
ば
、

『
白
氏
六
帖
』
に
は
、
正
文

・
注
と
も
に
、

原
典
か
ら
甚
だ
し

く
乖
離

し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
の
だ
が
、
添
注
本
は
そ
の
よ
う
な
群
句
に
封
し
て
、
よ
ほ
ど
文
意
の
通
じ
な
い
誤
り

で
な
い
限
り
は
、

北
京
圖
書
館
藏

『
新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に
つ
い
て

(柳
川
)
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努
め

て
こ
れ
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
取
る
。
例
え
ば
、
制
禮
門

に
見
え
る

「
利
百
攣
法
」
(紹
興
本
帖
四
、

七
十
五
葉
表
、

八

行
目
〉
と
い
う
條
は
、

『
史
記
』
商
君
列
傳
に
い
う

「
利
不
百
、
不
攣
法
.
功
不
十
、
不
易
器
」
を
典
擦
と
し
、
そ

の
原
典
と

の
乖
離

は
随
分
大
き

い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
添
注
本
は
、
こ
の
正
文
を
強
引
に
原
典
に
合
致
す
る
よ
う
書
き
改
め
た
り
は
し
て
い
な

い
。
ま

た
、

『
白
帖
』

に
は
、
掲
げ
た
部
門
に
無
關
係
な
文
献
が
時
折
混
じ

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
封
し
て
も
、
添
注
本
は
全
く
批
判
的
な
態

度
を
取

っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
過
禮
門
に
引
く

「
錐
多
昊
以
爲
」
及
び

「
過
猫
不
及
」

の
二
條

(紹
興
本
帖
四
、

七
十
五
葉
裏
、
七

行
目
)
は
、
各
々

『論
語
』
子
路
篇
、
同
先
進
篇
に
見
え
る
句
だ
が
、
い
ず
れ
と
も
内
容
が
直
接
禮
に
わ
た
る
も
の

で
は
な
く
、
強

い

て
言
え
ば
、

「
過
禮
」
と
い
う
情
況
に
封
す
る
コ
メ
ン
ト
に
、

『
論
語
』

の
語
句
を
利
用
し
て
み
た
、
と
い
う
に
過

ぎ
な
い
。
に
も
關

わ
ら
ず
、
添
注
本
は
、
そ
の
文
献
を
採
録
す
る
こ
と
の
適
不
適
は
全
く
問
わ
な
い
ま
ま
、
出
典
を
淡

々
と
注
記
す
る
の
み
で
あ
る
。

添
注
本
に
お
け
る
こ
う
し
た

一
種
控
え
目
な
態
度
は
、
本
書
の
著
者
で
あ
る
晃
仲
衛
が
、
善
刊
本

『
白
帖
』
を
校

訂
す
る
の
と
は
別

に
、
薔

來
の
部
門
立
て
に
沿
い
な
が
ら
出
典
注
記
を
補
い
、
新
た
な
文
献
を
増
補
し
、
こ
れ
に

『
事
類
後
集
』
と
銘
打

っ
た
と
い
う
こ

と
と
同
源
に
出
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
善
刊
本
を
底
本
と
し
て
尊
重
し
、

こ
れ
に
封
し
て
、
名
乗
り
も
せ
ぬ
ま

ま
、
勝
手
な
こ
と

を
書
き
加
え
て
は
な
る
ま

い
、
と
考
え
る
嚢
想
で
あ
る
。
既
に
推
測
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
恐
ら
く
添
注
本
は
、
晃
仲
衛
に
よ
る
校
訂

版

『
白
帖
』
と
、
同
氏
に
よ
る

『
事
類
後
集
』
と
を
合
わ
せ
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
添
注
本
に
は
、
薔
刊
本
の
テ
ク
ス
ト
を
努
め
て

踏
襲
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
顯
著
で
あ
る

一
方
、
善
本
系
統
に
は
見
え
な
い
文
献
を
大
謄
に
増
補
し
て
い
る
が
、
こ
の

一
見
相
反
す
る

か
に
見
え
る
二
つ
の
傾
向
は
、

こ
の
版
本
が
、
上
述

の
よ
う
な
合
本
で
あ
る
と
推
定
し
て
初
め
て
、
そ
の
不
可
解
さ
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
添
注
本
猫
自
の
採
録
文
献
が
、
明
ら
か
に
後
出
の
版
本
で
あ
る
紹
興
本

『
白
帖
』
に
取

り
込
ま

れ
な
か

っ
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
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以
上
、
北
京
圖
書
館
藏

『新
雛
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
に
つ
い
て
、
そ
の
素
性
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
静
嘉
堂
本
及
び
紹
興

本
と
の
比
較
封
照
を
通
じ
て
、

こ
の
添
注
本
が
、

『
白
氏
六
帖
』

の
流
傳
の
系
譜
上
に
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
を
考
察
し
て
き
た
。

結
論
と

し
て
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
。

ま
ず
、
添
注
本

の
著
者
は
、
先
人
が
読
く
通
り
、
北
宋

の
晃
仲
衛

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
版
本
は
、
王
珪
の

「
晃
君
仲
衛
墓
誌
銘
」



に
記
さ
れ
る
、
校
訂
版

『
白
氏
六
帖
』
と
、

『
白
帖
』
に
關
す
る
彼
猫
自

の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

『
事
類
後
集
』

と
を
合
わ
せ
刻
し

た
も

の
で
あ
る
ら
し
い
。

『
白
氏
六
帖
』
は
、
北
宋
初
め
に
は
既
に
刻
本
が
廣
く
出
回

つ
て
お
り
、
こ
の
系
統
の
版
本
が
基
準
と
す
べ

き
通
行
本
と
し
て
定
着
し
て
い
た
が
、
添
注
本
は
、
そ
れ
に
封
し
て
校
訂
を
加
え
た
上
に
、
出
典
を
指
摘
し
、
新
た

な
文
献
を
追
補
し

た
も

の
で
あ

っ
て
、
決
し
て

『
白
帖
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
故
に
、
晃
仲
衛
以
降
に

『白
帖
』
が
復
刻
さ
れ
た
際
、

こ
れ
が
テ
ク
ス

ト
の
校
訂
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
付
加
償
値
の
部
分
、
す
な
わ
ち
出
典
の
注
記
や
増
補
文
献
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が

『
白
帖
』
の
テ
ク
ス
ト
の
異
同
と
看
倣
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
從

つ
て
、
そ
れ
ら
が
善
本
系
統
の

『
白
帖
』

に
流
入
す
る
こ
と

は
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
既
に
言
及
し
た
通
り
、

『白
氏
六
帖
』
は
南
宋
後
期
、
孔
傳
の

『
後
六
帖
』
と
合
せ
ら
れ
た
が
、

そ
の
際
、
奮
本
系

『
白
帖
』
よ
り
は
数
段
充
實
し
て
い
る
添
注
本
が
、
な
ぜ
合
本
に
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
は
、
宋
代
の
文
學
的

償
値

観
、
と
り
わ
け
宋
人
の
典
故
表
現
に
封
す
る
見
方
と
深
く
關
わ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
回
未
完

に
終
わ

っ
た
各
本
の
刊
刻
年
代

の
推
定
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

付
記

本
稿

を
成
す
に
當

っ
て
、
北
京
圖
書
館

・
静
嘉
堂
文
庫
に
は
、
貴
重
な
文
献
の
複
爲
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
北
京
圖
書

館
所
藏

の
文
献
を
入
手
す
る
上
で
は
、
明
海
大
學
の
市
川
桃
子
氏
に
多
大
な
援
助
を
賜

っ
た
。

こ
こ
に
心
よ
り
御
禮
申
し
上
げ
ま
す
。
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注

(
1
)
紹
興

刻
本

は
、

北
京

の
文
物

出
版

社

か
ら
も
、

一
九

八
七
年

、
影

印
出

版
さ

れ

た
。

(
2
)

こ

の
書

名

に

つ
い

て
、

胡

道

静
氏

は
、

『
中

國
古

代
的

類
書

』

(
中
華

書
局

、

一
九

八

二
年

)

一

一
○

頁

に
お

い

て
、

『
新
雕
白
氏

六
帖

事
類

添
注
出

経
』

の
中

の
幾

つ
か

の
語
句

が
轄
倒

し
た
も

の

で
あ

ろ
う
、

と
推

定
す

る
。

し
か
し

、
阿
部

隆

一
氏

の

『
増
訂

中
國
訪

書
志
』

(
汲
古
書

院
、

一
九

八

三
年

)

五

二

一
頁

に
よ
れ
ば

、
壷
濁

國

立
中
央

圖
書

館
藏

添
注

本

の
巻

二

・
四
～

六
の
首

、
巻

二
十

二
の
首
尾

に

北
京

圖
書
館

藏

『
新
雕
白
氏

六
帖
事

類
添

注
出
纏

』
残

巻

に

つ
い

て

(
柳
川

)



中

国
文
学

論
集

第

二
十

六
号

は
、

段

玉
裁

の
記

す
と

こ
ろ

と
全

く
同

一
の
語

順

で
題

せ
ら

れ

て
お
り

、
段

氏

は
、

こ

の
部
分

を

見

て
、

直

ち

に
全

巻

に
通
ず

る
書

名
だ

と

早
合

鮎

し
た

の
か
も

知
れ

な

い
。

ち

な

み
に
阿

部
氏

に
よ

れ
ば

、

こ

の
豪

湾

の
添
注

本

に
は
、

下
文

で
言

及
す

る
周
錫

墳

の
藏
書

印

が

認

め
ら

れ

る
と

い
う
。

(
な

お
、

阿
部

氏

の
記
述

に

つ

い
て
は
、

そ

の
後
、

本
文

献

の

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ

ル
ム
に
よ

っ
て
確

認

し
た
。
)

胡

道
静

氏

の
前
掲
書

、

一
○

二
頁

を
参

照
。

山
崎

誠

氏

の

「
白

氏

六
帖
考
」

(
『
白
居

易
研

究
講

座

(
第

二
巻

)
』
勉

誠
社

、

一
九

九

三
年

)

を
参
照

。

王
安

世

の

『
白
帖

』

序

は
、

『
北

京

圖
書

館

古
籍

善

本
書

目
』

に
載

せ

る
文

献
番

號

九

三
九

九
、

=

二
二
六

五

の
明
代

抄

本

に
残

存

し

(拙

論

中
引

用

し
た

の
は

、

九
三

九
九

に
よ

る

)、

現

行

の

『
白
氏

六
帖

』

『
白

孔

六
帖
』

に
は
載

せ
ら

れ

て

い
な

い
。

な
お
、

こ
の
文

献

の
存
在

は
、

胡
道

静
氏

の
前

掲
書

に

よ

っ
て
知

り
得

た
。

阿

部
隆

一
氏

の
前
掲

書
、

五

二

一
頁
を
参

照
。

花
房

英
樹

氏

の

「
白

氏

六
帖

に
就

い
て
」

(
『
漢

文
學

紀

要
』
第

三
號

、

一
九

四
九

年

)
を
参

照
。

胡
道

静
氏

の
前

掲
書

、

一
〇

六
頁
を

参
照

。

山
崎

誠
氏

の
前

掲
論

文

を
参

照
。

阿

部
隆

一
氏

の
前
掲
書

、

一
〇

六

・
五

二

二
頁
、

及

び
尾
崎

康

氏

の

「
天
理

圖
書

館
藏

宋

刊
本

か
ら
「

三
、

四

の
毘

書
ー

」

(
『
ビ

ブ

リ

ア
』

第
九

二
集

、

一
九

八
九
年

)
が

こ
の
見
解

を
取

る
。

陳
垣
著

『
史
諄

畢
例

』
巻

七
、

第

六
十

四

「
因

誹
否

不
書

一
知

書
有

補
版

例
」

を
参

照
。

『
白

孔

六
帖
』

の
宋

刊
本

は

こ

の
巻

を
侠

し

て

い
る
た
め
、

注

(
5
)

に
畢
げ

た
明

抄
本
、

及

び
通
行

本

で
あ

る
明
刊

本

を
参

照
し

た
。

添

注
本

は

「
人
」

を

「
民

」

に
改
め

る
。

凡
そ
、

静
嘉

堂
本

・
紹

興

本
は

唐
代

の
避
誇

を

そ

の
ま
ま
踏

襲

す
る

が
、
添

注
本

で
は
概

ね
本

來

の
字

に
復

し

て
い
る
。

こ

の

こ
と

は
、

山
崎

誠

氏

が
前

掲
論

文

に
お

い

て
夙

に
指
摘

さ

れ
、

拙
論

「

『
白

氏

六
帖
』

炭
門

考
」

(
『
廣
島

女

子
大
學

國
際

文
化
學

部

紀
要

』

第

三
號

、

一
九
九

七
年

三
月

)

で
も
幾

つ
か

の
事

例
を

報

告

し
た
。

ま

た

今

回
調
査

し
た

中

で
も

、
灘

門

の
冒

頭

に
見

え

る

『
禮
記
』

月

令

か
ら

の

三
條

は
、

注

の
部
分

が

『
禮
記

』

に
は
見

え

な

い

一
方
、

そ

の
注
を

も
含

め

て

『
太

平
御

覧
』

巻

五

三
○

、
禮

儀

部

九

(灘

)

の
冒
頭

三
條

に

ほ
ぼ

一
致

す

る
。

恐
ら

く
は
、

『
御

覧
』

の
藍
本

の
い
ず
れ

か
に
依

擦
し

て
追
補

さ
れ

た
も

の
と
思

わ
れ

る
。
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(
15

)

静
嘉

堂
本

に

は

「
錐

」

の
字

が
無

く
、

「
多
璽

以
爲

」

に
作

る
。

一
方
添

注

本
は
、

「
多
」

の
下

に

「
亦

」

の
字

が
有

り
、

『
論
語

』

子

路
篇

と
同
文

の

「
錐
多

亦
異

以
爲
」

に
作

る
。
上

文

で

の
推
定

通

り
、

も

し
艀
嘉

堂
本

が
眞
宗

期
刊

の

「
奮

本
」

で
あ

る
と

す
る

な
ら
ば
、

こ
こ
は
ま

さ

に
王
珪

の

「
晃

君
仲
衛

墓
誌

銘
」

に
記

す

「
参
孜

脛
史

、

一
以

刊
是
之

」

の
實
例

で
あ
る
と

言

え
よ
う

。
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北
京
圖
書
館
藏

『
新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
残
巻
に
つ
い
て

(柳
川
)


